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7/23関東地方小委員会 

様々な問題点を無視して WGの 

Bルート取りまとめを追認！ 

７月２３日、関東地方小委員会が東京九段で開

催されました。ワーキンググループの Bルートの

取りまとめを審議する会議で、沿線住民の会から

は約５０人が傍聴に参加しました。 

会議は、国交省からの説明を受けて委員が意見

を述べ議論する形で行われました。国交省の担当

者はこれまでの取り組みの経緯と進め方につい

て説明を行いましたが、その中身については一切

言及することなく、こういう会議が行われそこで

はこういう結論になりましたと淡々と述べるだ

けでした。新ルートの進め方に何の問題もないと

いう一方的な言い分、この間地元住民が問題にし

てきた新ルートが長坂起点になった経緯や、それ

が従前の３キロ帯の外側に位置していることな

どにはまったく触れない「説明」には、傍聴者か

らも怒りの声が上がりました。 

関東地方小委員会の委員からは、A 案の清里へ

のアクセス性を問題にする意見が出ましたが、そ

れ以外のルートへの意見はありませんでした。国

交省がワーキンググループに作為的に改変した

資料を提供し、それに基づいて Bルートが適当と

取りまとめをしたという重大な問題点は見過ご

され、不都合なことには目をつぶって別の議論が

行われた訳です。これでは、関東地方小委員会は

自らの社会的役割を放棄し、国交省の言い分を追

認したと言われても仕方がありません。 

その後国交省の事務方から、山梨県や北杜市、

地域団体から早期推進の要望書が出され、北杜市

活用検討委員会で中部横断道を見据えたまちづ

くりビジョンが検討されている、新ルートに反対

している住民とも意見交換会を重ねているなど

中身が伴わない国交省の「実績」が報告されて、

全会一致で Bルート案が了承されました。公正な

審議を求めてきた私たちの要望は、全くかえりみ

られることなく無視されてしまいました。 

そして石田委員長は最後に、今後も地域住民

との丁寧なコミュニケーションが重要だと言っ

て会議を終了しましたが、この言葉はただの苦し

い言い訳にすぎません。２０１２年１０月の関東

地方小委員会で石田委員長は、ルートの決定に当

たって地域住民との丁寧なコミュニケーション

の必要性を強調していました。その後はどうなっ

たのでしょうか。一方的に新ルートを発表し、あ

とは反対する住民を説得・懐柔するために様々な

「地元説明会」「意見交換会」「話し合い」を重ね

てきたのが実情でした。もはやこの言葉にだまさ

れる人はいません。関東地方小委員会の審議は、審

議とは言えず決められた道筋で進められ

たセレモニーにほかなりませんでした。

私たちはこれに強く抗議するとともに、

今後も Bルートの見直しを国交省に求め

ていかなければなりません。 
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国交省・関東地方小委員会を批判する 

地元説明会での意見、疑問について国交省の説

明担当者は「全て小委員会に上げます。」と明言

していた。私たちは学識経験者８人による小委員

会が地域住民の声を吸い上げてくれるだろうと

期待をし、ここ八ヶ岳南麓の稀有な自然環境の保

護について訴えてきた。①提案された新ルートが

アンケートの設問にもないものであること、②津

金・高根・大泉・長坂地域は選択の余地がないこ

と等を主張してきた。八ヶ岳南麓の多くの住民が

突然提案された高速道路に納得していないこと

を知って欲しいと意見書も提出した。 

しかし、７月２３日の小委員会の議論の中に地

域住民の訴えは出てこないままに全員の賛成で

ルート B案が了承されて終了した。事務局の説明

の中で「丁寧なコミュニケーション」として北杜

市活用検討委員会のまちつくりビジョンの策定、

甲府河川事務所と沿線住民の会の意見交換会が

説明されて「丁寧なコミュニケーション」として

確認された。私たちが形式的で形づくりと批判し

てきたにもかかわらず。 

関東小委員会のメンバーは私たちほどに真剣に

実情を知ろうとはしなかったというのが実態で

ある。あるメンバーは私たちに向かって「研究室

の中に沢山の資料がゴロゴロ転がっている」と発

言した。その言葉で切実な地域住民の訴えがどの

ように扱われているのかが推察される。ここ八ヶ

岳南麓は大きく開けた空と豊かな森によって多

くの移住者を惹きつけている希有な地域だ。静か

な生活を求める人たちは八ヶ岳南麓を横断する

高速道路には反対している。しかし、この地域で

は数十年前から中部横断道の推進を求める運動

があったことも事実であり、このため新旧住民の

間で賛成、反対の意見が衝突し、地域住民間の溝を

大きなものに

している。この

責任はすべて

国交省と関東

地方小委員会

にあるといえ

よう。 

（K.あずま） 

 

国交省はなぜ非を認めない!! 

―道路局などとの交渉― 

国交省道路局（7 月 2 日）をはじめ、関東地方

整備局（7 月 11 日）、甲府河川国道事務所（7 月

18日）に要請書を提出しながら交渉を重ねました。

①B ルートを決定しないこと ②B ルートと比較

する代替案を提示すること ③住民協議の場を

設けること、の要請を繰り返しました。 

問題は、従前の 3 キロ帯を仕切り直し、新ルー

トに設定し直した経緯と事実関係、およびその後

の対応にあります。これまでは 3キロ帯を絞り込

んだと説明していましたが、3 キロ幅の外側に新

ルートは設定されていることを指摘すると、外側

の住民にもアンケートなどで周知、意見聴取の対

象にしていたので問題ではない。代替案は第 2回

アンケートで国道改修案として示した、などの回

答でした。 

仕切り直しであれば本来一からやり直しと言え

ますが、そこまで言わないにしても実質の複数案

を示し、住民協議にかけるのが必要条件です。 

しかし、このように客観的に不公正なプロセス

があるにもかかわらず、国交省は自己弁護に徹し

た当たり障りのない答弁に終始し、官僚の無責任

体制を感じた交渉でした。 

これまで、アンケート問題や WG審議資料、また

ルート問題など、この計画プロセスには重大な瑕

疵があります。現在、安倍内閣の内閣官房参与で

ある藤井聡氏は「合意形成問題における“計画修

正可能性”と“謝罪”の決定的役割」という論文

で、行政への信頼と公正さを担保する「修正可能

性」が重要なポイントと述べています。 

この間、意見交換会は繰り返されましたがすべ

て「既定路線の説明」に終始し「修正可能性のあ

る対話」ではありませんでし

た。また、アンケートでは「詭

弁」で、ルート図改変では「ミ

ス」と言い逃れる姿勢では、

行政への信頼は生まれようが

ありません。これでは「地域

に喜ばれる道路」どころか「地

域分断の最悪の道路」になる

ことを恐れます。 

  （Y記） 
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― 計画段階評価以降の流れと住民運動 － 

現時点でこの計画が決まったわけではないが、関東地方小委員会の示した対応方針案を受けて、国交省は

省内で対応方針を正式決定し計画段階評価を終える。整備計画決定までのおよその流れは下図のようになる

であろう。現地測量や詳細設計などは整備計画決定以降であり、全国の道路住民運動の多くは、都市計画決

定以降に長期の闘いが続けられており、八ヶ岳南麓の住民運動はこれからが本番である。 

 

計画段階評価 

 ・関東地方小委員会の開催 

（2010/12～2014/7：第 1回～7回） 

対応方針の決定（国交省） 

概略計画の検討（国交省） 

概略計画の決定（国交省） 

環境影響評価手続き 

環境影響基礎調査
方法書の作成 

方法書の公告・縦覧
公聴会 

環境影響調査の実
施、準備書作成 

準備書の公告・縦覧 
住民説明会 

見解書 縦覧 
公聴会 

住
民
意
見
の
募
集
・提
出 

環境影響評価書作成 公告・縦覧 

都市計画の検討(詳細整備計画) 

都市計画(整備計画)決定(国交大臣) 

概略計画の検討 

ここで道路の車線数、速度や盛土、切土、トンネル、橋、などの

主な構造などが決められる。ここで一番重要なのは、構想ルー

ト帯が１ｋｍ以下のより狭い幅に絞り込まれることであろう。 

概略計画の決定 

概略計画の検討結果が正式に決定され公表される。これが次

の環境影響評価の方法書作成の基礎となる。 

環境影響評価手続き 

・環境影響基礎調査：概略計画に基づき、環境影響の項目を

決めるための基礎的調査がされる。現在長野県側で行われて

いる、オオタカの飛翔調査などは、まだ概略計画が決定してい

ない段階なので、その前段階なのか、あるいはフライングなの

かもしれない。 

・方法書の作成：概略計画に基づき、実施する環境影響調査の

項目や計画が作成される。 

・方法書の公告・縦覧：方法書は、正式に公告、縦覧される。

県、市町村などで住民が閲覧できる。住民は方法書の内容に

対して意見を提出できる。事業者に都合のいいように省略され

ないよう多数の意見を出す必要がある。 

・準備書作成：方法書により、環境影響調査を実施する。その

結果を準備書としてまとめる。 

・準備書の公告・縦覧：環境影響調査結果が公表される。通常

説明会も開かれる。多数の意見を出すことで事業者に対抗す

る。 

・見解書：住民からの意見書に対して、事業者は見解書を作成

する。公聴会も開かれる。 

 

圏央道高尾山トンネルでは、この環境アセスに対し 5 万５千

通の意見書で国に対抗した。 

 ルート案を決めた関東地方小委員会の委員たちは、八ヶ岳南

麓からの多数の要望書・意見を全く無視した。特に石田委員長

は、多数の意見や要望、メールなどがあったが、反対は、「ほん

の一部の人」として切り捨てた。ここにこれからの運動の成否

がかかっている。すなわち、一部と言われない多数派の形成こ

そが重要である。（高根町 K・M） 

計画段階評価以降、整備計画決定までの事業の流れ（実際はもっと複雑） 
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2014年 7月 23日午後 7時 30分より九段第三合同庁舎にて関東地方小委員会の計画段階評価の審

議が開催されました。沿線住民の会では大型バスで午後 3時 30分高根を出発し会場に向かいました。直

接集合された皆さんも含め 50名近くの方が傍聴し審議を見守りましたが、傍聴と言っても用意された別の

部屋からの中継映像を見ながらの傍聴です。前回ワーキンググループの時もそうで 

したが国交省の誠意のなさを感じます。 

往復の時間も含め 9時間にわたり帰宅は深夜になるという行動に参加して 

下さった皆さんから感想を寄せて頂きました。 

 須玉会場では推進派の怒号の中、嫌な思いをしながら傍聴された方々もいます。 

昨年のワーキングのＢ案とりまとめの審議から一年、みなさんどのような感想を抱 

かれたのでしょう。 
 

審議中継 

中継映像による傍聴に参加してみて     

1、 小委員会は６人の委員による最終決議する会議でした。スライドに映し出される会議の様

子を見るだけで、会議の内容も熱烈なる賛否の協議でなく、６名全員（2 名欠席したため）

の賛成意見で終始したものでした。結論はＢ案で決定でした。（傍聴者はヤジも禁止） 

2、 山梨県の南麓は 3000ｍ級の山々に囲まれた広い盆地平野であり、その景観は他県には

無い日本唯一の景観を有しています。この南麓の中にコンクリートの高速道路を建設する

ことは、自然を破壊すると同時に静かな美しさを破壊することが予想され、残念至極です。 

3、 この高速道路は八ヶ岳南麓を横断させるものであり、Ｂルートも標高が高い位置に建設す

るものであり、冬期での通行には凍結上かなりの危険もあり、構造物も高度な技術が要求

され、自然への破壊はかなりのものと予想されます。 

4、 今後はＢ案の決定にそって具体化が検討されていくものと思われますが、具体的検討に

あたっては、長期的視野に立ち、自然の保持及び景観の維持に配慮し、Ｂ案にとらわれる

ことなく、国道１４１ルートなど別ルートの道路建設されることを切に希望します。 

＜長坂町 Ｓ生＞ 

別の部屋から傍聴 

９．２０ 学習会のお知らせ 

橋本良仁さんを囲んで 

～これから私たちは何ができるのか～ 

Ｂルートが関東地方小委員会で了承され、事実上ルート決定する構想段階の最終局面にあります。

私たちはこれから何をしていけばいいのか、何ができるのか、今後の運動のあり方や国（国交省）とど

う対応していけばいいのかなど、組織論から運動論まで深めていかなければなりません。  

 道路住民運動全国連絡会事務局長橋本良仁さんを囲んで、じっくり話し合いたいと思います。   

日時：９月２０日 １３:３０～１６時 

場所：いずみ活性化施設ホール 

関東地方小委員会傍聴記 
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関東地方小委員会のインターネット傍聴に参加させていただきありがとうございました。 

１６００名以上の方から、計画段階において意見が出されたということは、素晴らしいことだと思

います。でも実際には、その具体的な中身には一つも触れることなくまた「中部横断自動車道八

ヶ岳南麓新ルート沿線住民の会」の提出した具体的な要請４項目についてさえも、完全に無視さ

れたということは今、私たちの社会がどのような段階に来ているのかを思い知らされました。 

今回の傍聴が、インターネットで公開されていたとはいえ秘密保護法の公聴会のときと同じよ

うに密室で行われ、そういう戦前のシステムが、そのまま現在生きているということに、形だけ

は、民主主義の社会を勝ち取ったとは言っても、実質民主主義の社会を実現するためには、私

たちの闘いはこれからであることを痛感させられました。 

「八ヶ岳南麓新ルート沿線住民の会」の方々と協力して、「リニア中央新幹線研究会」も「先に

建設ありき住民無視」の県・国のあり方が間違いであることを、世論を通じて訴えていきたいと思

います。私の友人が「山梨は里山とともに取り残されても良い」と言っていましたが、私もそれが

山梨の唯一の財産に将来なるだろうと思っています。 

山梨の財産をお金をかけてつぶすやり方に、「ＮＯ！」の声を上げていきます。 

みなさまからは勇気を頂きました。ありがとうございました。 

                       ＜リニア中央新幹線研究会 佐藤袿子＞ 

                      リニア中央新幹線研究会 佐藤袿子 

 

 
「来るべき民主主義の町、北杜市へ向けて」 

１時間半の傍聴を終えて、私が思った事は「やっぱり行政は強い」と言う事だ。 

前回のワーキンググループの結論も「地元の自治体の責任者であられる山梨県知事さん、それ

から北杜市長さんも、Ｂ案が望ましいというご意見もいただいている・・・」っと、民意が反映されたと

理由づけできる発言はこれだけしかなかった。 

今回も付属の審議資料の中に「ルート案については全区間で新たに道路を整備する案とし、山梨

県内区間はＢルート案とする対応方針（案）」について「地方公共団体意見照会への意見（要旨）と回

答」が入っていた。 

山梨・長野両県知事に始まって北杜市長～佐久穂町長まで１１の地方公共団体へ、事前に同意

書をもらって、地域住民は早期着工を待ち望んでいるかのような既成事実を作り込んでいる。 

審議をする為の資料に、既に対応方針（案）が添付され、その同意書まで準備しているとは本当

に厚かましい限りだが、これが現実だ。 

今年の１月１４日、石田委員長は「私なりに今日頂いたご意見やご注意・ご懸念に関して精査させ

ていただきます、私が必ずやらせて頂きます。」と私の目の前で宣言した。 

彼の精査が間違いであった事を、彼に見せつけてやるには、やはり北杜市議会で「ＮＯ！」と議決

させる必要がある。 

これからが勝負。住民が北杜市の抱える様々な問題にしっかり向き合えた時、大きな力を発揮で

きると信じて、私はこれからも「八ヶ岳南麓を横断する高速道路に反対」し続けるぞ！  

                             ＜大泉町 猪原弘子＞ 
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 小委員会を傍聴して 

 A ルートの時もあまり積極的に運動にかかわってこなかったが、１０か所で行われた説明会にはほとん

ど出席して、その後公表された情報にも目を通し、状況や言い分は分かっていたつもりだった。昨年ワーキン

ググループが唐突にも「B案が適当」の答申、住民の声を無視し、無駄な公共事業を推し進める姿勢は看過で

きない。 

 北杜市の市議は多数が推進派だが、「必要」と思っている住民はごく僅かだろう。 

２３日は黙っていて決まってしまうのは我慢ならないと参加したところ、明野の処分場やリニア、原発などで

声をあげている人々がバスに乗り合わせていたので刺激になった。 

 小委員会傍聴は初めてだが、いままでいくつかの「雇われ審議会」を傍聴したことがあり、その都度怒りと

空しさを感じてきた。今回も期待はしていなかったが、あらかじめ国交省が描いたシナリオ通り、住民の声を無

視、「学者の良心」なるものを捨て去った誇りなき追随に怒り心頭だ。そればかりか、「丁寧に住民の声を聴い

たことは画期的」との自画自賛に叫びだしたくなった。 

 今後アセスをはじめ、さまざまな手続きがあり、住民の意見を述べる機会もあると思うが、立木トラスト運

動など、知恵を出し合って諦めず闘っていきたい。 

 福祉や年金、教育や医療、等々の予算がシビアに削減されている今、これらの反対運動とも呼応して大き

く政治を変える闘いの中に位置づけることが問われているのではないであろうか。  ＜大泉町 中山茂夫＞ 

 

 第 40回道路全国連・全国交流集会 

日時：10月 11日（土）・12日（日） 

会場：横浜・あーすぷらざ 

（神奈川県立地球市民かながわプラザ） 

１日目 各地からの報告 

２日目  

11時より記念講演（米田貢氏） 

13時半よりシンポジューム 

テーマ：道路運動 40年、これから 

パネラー：米田貢氏（中央大学経済学部教授） 

寺西俊一氏（一橋大学特任教授） 他 

  コーディネーター：橋本良仁氏（道路全国連事務局長） 

道路全国連とは、「道路住民運動連絡会」の略、道路公

害に反対する住民運動団体の全国的組織です。 「道路

公害をなくし、道路文化を創造しよう」をスローガンに 1975

（昭和 50）年、名古屋で発足しました。 

沿線住民の会は２０１３年９月に入会、昨年の第３９回

大会で、「国交省の行なったアンケートでは環境・景観の

保全などの希望が圧倒的に多く、住民は反対であり、既存

の道路でミッシングリンクを解消できる。」と報告しました。 

編集後記 

 民意を無視した権力者の横暴が目につく。私たち

庶民が声を上げてもまったく向き合おうとせず、国交

省のお役人、関東地方小委員会のお歴々、横内県

知事、白倉市長、北杜市議（一部）などなど権力を持

つ者のやりたい放題である。 

人のいい庶民は期待を持って臨み、相手の言葉

を素直に信じてしまう。この間の反対運動を通じて不

信感ばかりが募っていく。でも、よく考えれば、選挙

で、私たちがそういう人たちを選んでいる結果でもあ

る。 「ジャンヌ・ダルクはいないかなぁ～」とブツブツ

言うと「いないよ、ひとり一人がもっと賢くならなけれ

ば」と影の声が聞こえた。 （秀実） 

カンパのお願い 

八ヶ岳南麓を横断する新ルートに反対する私

たちは今後も国交省にＢルートの見直しを強く求

めていく予定でおります。この活動は長期にわた

ることが予想され、ニュース、チラシの発行、国交

省との交渉などに多くの資金が必要です。皆様方

にはこれまで以上のさらなるご支援、ご協力をよ

ろしくお願い致します。一口 1000 円ですので、ご

支援いただける口数を同封の振込用紙にてお振

込みください。 

＜振込口座＞ 

郵便振替口座名 八ヶ岳新ルート住民の会 

口座番号００２２０－７－０５０８０３ 

 


